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1. 教科書のQRコンテンツを利用した動画の視聴
　教科書のQRコードを読み込み、生徒が分かりやすいようにスクリーンへ大きく映し出します。生徒は自席で
タブレット端末から同じ動画を見ることもできます。
　教師が机間指導や添削をしている最中でも、生徒は分からないことがあった際に端末やスクリーンの動画を活
用してすぐに確認することが可能です。実技系の教材は細かい操作や手順が多いので、短い動画をかなり活用し
ている様子でした。

スクリーン（ホワイトボード）への動画の投影（仮名の書、篆刻）

　ICT を使った授業と聞いただけでも敷居が高く、どうしよう、何をやったらいいのと思われる先生方も多いことと思

います。私はパソコンの操作も得意ではなく、本校が令和 4 年度入学生から全員に Microsoft Surface を持たせ、授業

でコミュニケーションツール Microsoft Teams を使用することになったとき、とまどいました。

　そこで、パソコンの操作が得意ではなくても ICT を使ってできることは何かを考え、まずは教科書の QR コンテンツ（動

画）の視聴と Teams を使った学習の振り返りから始めてみることにしました。
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2. Microsoft Teams を使った授業
　生徒と教員間の授業連絡・クラス連絡などには、Teams を使用しています。書道の授業でも、Teams を使って課
題を提出するように指示しました。

（1）課題の提出
　生徒はタブレット端末のカメラや録画機能を活用し、授業で制作した作品などを撮影し、Teams で提出します。
Teams には、点数をつけたり生徒自身が書いた作品の比較をしたりできる機能があります。
　この Teams の課題機能により、提出の有無も可視化され、簡単にチェックすることができるようになりました。

制作物（作品）の撮影：篆刻

制作物（作品）の提出画面：篆刻

「振り返り」画面：仮名の書
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（2）教師からのフィードバック
　Teams の課題機能を活用すると、提出された課題にコメントを書いてすぐ生徒に返すことができるので、生徒
へのレスポンスやフィードバックがとても円滑に行えるようになりました。
　生徒も「授業で書いて終わり」ではなく、自分で書いた作品の比較や見直しをしたり、感想を書いたりして、
振り返ることができます。教師も授業内の時間でフィードバックをすることも可能です。

生徒の「振り返り」と教師からのフィードバック：漢字の書

※試
し
書
しょ

　�説明を聞かずに手本を見て書くこと。
１枚目の作品のこと。

※まとめ書き (授業時間のまとめの作品 )
　練習、添削などをした後の提出作品。

次回の指示

誤字の訂正
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　この実践では Microsoft Teams を使って「振り返り」や作品の投稿を行いましたが、生徒たちはノートも持っていま
す。ノートには、古典のワークシートや自身の作品を時系列で貼っています。
　Teams を使った「振り返り」を行ってみて、気付いたことがいくつかあります。
　まず、生徒たちは筆記具を使ってノートに「振り返り」を書くよりも、はるかにスムーズに短時間で「振り返り」を
パソコンに打ち込み、素直な気持ちを伝えることができることです。鉛筆で書いた文字を訂正するときの、鉛筆を消し
ゴムに持ち替えて文字を消し、また鉛筆を持って書くという作業に比べて、パソコンでは簡単に文字を消し、打ち直す
ことができるため、生徒たちには取り組みやすいのではないかと思います。次に、実際の作品を並べて比較するよりも、
作品を並べて画像にしたほうが、生徒たちは作品の違いを把握しやすいことも分かりました。
　今後はパソコンを使いポートフォリオを作成し、1 年間の作品を動画にし発表する、篆刻の制作過程の記録を作るなど、
少しずつパソコンを使ってできることを増やしていきたいと思っています。

おわりに

生徒の「振り返り」と教師からのフィードバック：仮名の書

課題の提出

生徒の「振り返り」

教師からのフィードバック

まとめ書き試書


